
第１９回厚生常任委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 平成２７年１月２６日（金曜） 午後１時３０分 

 休憩時間 14:04-14:07 14:26-14:35 14:59-15:00 

                午後３時１５分 

会 議 場 所 役場３階 第１委員会室 

出 席 委 員 

氏   名 

委員長  岡﨑榮太郎 委 員 唯野 義勝  議長 広瀬 重雄 

副委員長 髙橋 仁美 委 員 吉田 敏郎  

委 員  髙橋  源   

        

説 明 等 に 

出 席 し た 

者 の 氏 名 

病院事務長 大野邦彦 児童係主事 佐藤文彦  

事務長補佐 菅原庸晴   

医事係長  藤澤英樹   

子育て支援課長 安田敦史   

課長補佐 佐々木快治   

子育て支援センター長 谷川 宜延   

子育て支援係 上嶌 寛   

児童係主任 藤村 学   

事務局職員 局長 西科 純 次長 剣持 和裕  

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 委員長が開会を告げ、事務局長から本日の委員会の日程について説明する。 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 公立芽室病院の経営状況について 

イ 芽室町子ども・子育て支援事業計画（原案）について  

ウ 利用者負担額（保育料）の改正について 

エ めむろてつなん保育所の民間移譲について              

                                          

（１）調査事項 ア 公立芽室病院の経営状況について  

・大野事務長、菅原事務長補佐、藤澤医事係長から説明後、質疑を行う。 

・唯野委員： 費用の伸びは何が要因か。 

  ・大野事務長： 材料費及び人件費の伸びが要因である。看護助手、介護員の採用等、

外注等の委託料が増額した。薬品については比例して伸び、レーザー治療機器の

パッケージ代金も増えた。診療行為にかかる経費は増えている。また電気料の値

上げをはじめ、光熱水費などの増額がある。 

  ・唯野委員： 入院が増えると看護体制が 

・大野事務長： 慢性的に看護体制が不足している。一人あたりの業務は増えている。

夜勤状況を増やす方法があるが、具体的には夜勤体制の見直しを検討している。 

 



    ・唯野委員：  入院患者のために看護師の勤務体制を整えておかなければ、いっそ

う看護師は不足する。それによって患者サービスが低下するのでは。 

    ・大野事務長： 医療従事者に関してはワークライフバランスが重要となってきてお

り、整備していきたい。 

    ・髙橋（仁）委員： 産休後の体制づくりが他医療機関と比較してぜい弱と聞くが。 

    ・大野事務長： 正職員については、地方公務員としての制度となっている。人事異

動のローテーション等考慮するものはある。全看護師にアンケート調

査をとっている。 

    ・髙橋（仁）委員： 院内保育の体制も含まれるか。 

    ・大野事務長： 院内保育利用者はこれまで６人である。今後、夜勤対応も考えてい

る。 

    ・菅原補佐： 夜勤対応の希望者は現在いない。 

    ・髙橋（仁）： アンケートは１年に１回の調査か。 

    ・大野事務長： １年に１回とも決めていなかったが、看護師不足も鑑みて調査した

もの。現在取りまとめて改善策を考えていく。 

    ・吉田委員： 医師の定年について、どう考えているか。 

    ・大野事務長： 平成２２年に６７歳に変更している。一般職であるが、再任用制度

で７０歳を定年としている。７０歳以上となった場合には、嘱託医師

等を考慮する考えはありうる。  

    ・吉田委員： 第３者機関の経営診断についてはどうか。 

    ・大野事務長： 今後３か月については経営に全力を尽くしたい。収支のコンサル面

であるが、２月に調査を進めたい。 

イ 芽室町子ども・子育て支援事業計画（原案）について  

    ・安田課長及び藤村児童係主任から説明後、質疑を行う。 

・吉田委員：  ３Ｐの子どもセンターの建設についてであるが、可能であれば学校

内で考えるのが望ましいとしているが、どうか。 

・安田課長：  平成２７年度からの５か年計画であるが、Ｐ５４に掲載どおり、現

段階では学校内に設置する考えはない。 

ウ 利用者負担額（保育料）の改正について 

・安田課長及び佐藤児童係主事から説明後、質疑を行う。 

・髙橋（源）委員： 延長保育についても２分の１減額となるか。 

・佐々木課長補佐： 延長保育については２分の１減額とならない。 

エ めむろてつなん保育所の民間移譲について              

・安田課長及び佐々木課長補佐から説明後、質疑を行う。 

    ・唯野委員： 移譲法人は十勝立正福祉事業会ありきか。他の算入は。 

    ・佐々木課長補佐： 公募については、Ｐ７０の民間移譲（１）（２）（３）の理由に

よる。 

    ・唯野委員： そうであればもっと早くに移譲できるのではないか。 

    ・佐々木課長補佐： 先ほどのＰ７０の民間移譲（１）（２）（３）の理由による。 



３ その他 

  （１）委員会の開催日時について 平成２７年２月１８日（水曜）午前９時３０分 

  （２）その他  

 

以上をもって、委員会を終了する。 

傍 聴 者 数 一 般 者 ４名 報道関係者 ０名 合 計 ４名 

 記載のとおり報告する。 

 

 平成２７年１月２６日 

厚生常任委員会委員長 岡﨑 榮太郎 

 

 


